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ご挨拶

福岡県知事      　  ■ 服部誠太郎

本県では、「 誰も が安心し て、 たく さ んの笑顔で暮ら せる福岡県」を

目指し 、 さ ま ざ まな施策に取り 組んでいま す。「 福岡県総合計画」

では、 展開する 施策の一つと し て、「 自然と の共生と 快適な生活環

境の形成」を 掲げ、 良好な景観形成に資する 建築物を 表彰する こ と

によ り 、 美し いま ち づく り に対する 県民意識の醸成と 快適な生活

環境づく り を 推進し ています。

「 福岡県美し いまちづく り 建築賞」は、 個性豊かで、 美し く 、 誇り を

持っ て次の世代に継承する こ と ができ る 景観を 形成し 、 美し いま

ち づく り に寄与する 建築物を 表彰する ために創設し 、 今回で 37回

目を 迎えます。

　 今回は、 ご応募いただいた63の作品の中から 、 幅広い分野の学

識経験者などで構成する選考委員会による厳正な審査を経て、 特に

優れた8作品を 表彰する こ と と いたし まし た。

　 大賞に選ばれた住宅の部「 道山さ んの家 /三角敷地の道と 屋根」、

一般建築の部「 福岡大名ガーデン シティ 」を はじ め、 いずれの作品

も 、 周辺の自然環境や景観と 調和する と と も に、 ま ち の美し さ を

創出し 、 良好で潤いのある 生活環境や市街地の形成に寄与する 作

品と なっ ています。

こ れら の作品を 表彰する こ と によ り 、 美し いま ち づく り に対する

県民の皆さ まの意識が高まる こ と を 期待し ています。

結びに、 選考委員を はじ め関係者の皆さ ま のご 協力に感謝申し

上げる と と も に、 受賞者なら びに応募者の皆さ まのますますのご活

躍を お祈り いたし ます。

総評

選考委員長        ■ 末廣香織

今年で37回目を迎えた本賞には、「 住宅の部」20件、「 一般建築の部」

43件の応募があり 、 多様な視点を 持つ8名の選考委員によ っ て審査

が行われまし た。 応募書類によ る 9月の一次審査を 経て、 9作品が

現地審査に進み、 リ フ ォ ーム・ リ ノ ベーショ ン 作品を 対象と する

福岡県建築住宅セン タ ー理事長賞候補の3作品も 現地審査に進みま

し た。 現地審査は11月中に行われ、 その後の最終審査を経て住宅の

部3作品、 一般建築の部4作品、 理事長賞1作品の受賞が決定し ま

し た。

「 住宅の部」の大賞を 受賞し た「 道山さ んの家 /三角敷地の道と 屋根」

は、 大き な通り に面し た変形敷地に立つ店舗スペース付き 住宅で

す。 住宅地と はいえ 周囲に対し て オープ ン な 建ち 方を し て いて 、

小さ な庭のよ う な駐車スペースも 地域に開放さ れていま す。 小さ

な屋根が複雑に重なり 合っ てでき た外観は、 仕上げ材の素材感や

細やかな デザイ ン も あっ て 、 親し みやすい表情を 作っ て いま す。

ま た内部空間は、 小さ いながら も 様々に性格の異なる 場所が立体

的にく み上げら れていて、 こ の住宅での楽し い暮ら し がイ メ ージ

でき まし た。 優秀賞を 受賞し た「 岡垣の家」は、 周辺敷地と の関係

を 生かし て屋内外を 一体化さ せた空間が特徴的な住宅です。 と て

も シン プルな形の中に必要な空間を 美し く まと め、 ディ テ ィ ール

の隅々まで作り 込んだ非常に質の高い作品になっ ていま す。 同じ

く 優秀賞を 受賞し た「 casa Y」は、 傾斜のある 敷地を う まく 使いな

がら 居心地の良い空間を デザイ ン し 、 隣接する 親族の住む既存住

宅と の一体的な 関係を 作っ た住宅で す。 敷地に余裕がな い中で 、

ト ッ プ ラ イ ト を う ま く 使っ て柔ら かい自然光を 導き 、 効果的な通

風を 実現し た環境デザイ ン も 評価でき ます。 現地審査に残っ た「 ラ

ジアル アン プ  ハウス」も 、非常に見所の多い美し い住宅でし たが、

受賞には一歩及びませんでし た。

「 一般建築の部」の大賞を 受賞し た「 福岡大名ガーデン シテ ィ 」は、

何より も 福岡の中心部に誰も がいつでも 利用でき るオープン な公的

空間が出現し たこ と が、 特にまちづく り の視点から 非常に高く 評価

さ れまし た。 隣接する旧大名小学校や周辺地域も 含めて、 公的領域

と 私的領域をう まく 融合し た、 今後の魅力あるまちづく り へと つな

がる こ と が期待さ れます。優秀賞を 受賞し た「 宮前迎賓館　 灯明殿」

は、 歴史ある神社に隣接する 結婚式なども 行える集会施設です。 名

前の通り 、 建物を覆う ガラ スの内側には障子が設えら れており 、 夜

には大き な灯明のよう な外観になり ます。 バルコ ニーの手すり 、 照

明器具、 建具、 左官壁などは、 全てが伝統工芸の職人技を駆使し て

作ら れており 、 他にはない魅力的な空間と なっ ています。 現代のデ

ザイ ン と 伝統を融合し て職人技を伝承し てゆこ う と いう 、 関係者の

強 い 思 い が 伝 わ っ て き ま す 。 奨 励 賞 の「 N O T  A  H O TE L  

FUKUOKA」は、 住宅地に建つ小さ なホテルです。 樹木を 植えた階

段状のテラ スを配置するこ と で、 北側の公園と の一体的な関係を作

り 、 閉鎖的になり がちなホテルに新し いイ メ ージを提示し たこ と が

評価さ れまし た。 同じ く 奨励賞の「 KOGE LOOP ARENA」は、 八

の字状に施設内を巡るループが特徴的な、町民のための体育館です。

こ のループは、 外観では公園と 建物を連続さ せ、 内部ではジムやカ

フ ェ などの諸室と アリ ーナを一体的につないでいます。 現地審査に

残っ た「 医療法人慈光会　 若久病院」も 、 既存建物と の関係を 再構

成し て病院のイ メ ージを 刷新し た印象的な建築でし たが、 受賞に

は一歩及びませんでし た。

　

「 福岡県建築住宅セ ン タ ー理事長賞」を 受賞し た「 九州工業大学

GYM LABO（ ジムラ ボ）」は、 古い大学の体育館を 改修し 、 多様な使

い方ができ る開放的な大空間と 、 その周り の小さ な個室を整備し て

います。 大学と 地域をつなぐ 施設の運営手法も 含めて、 無理のない

デザイ ン ができ ています。 現地審査に残っ た「 曳いて起こ し て故郷

で暮ら す家」は、 伝統を 継承し た優れた古民家リ ノ ベーショ ン でし

たし 、「 UZUUZU M INE」は、 新し いリ ノ ベーショ ン まち づく り の

手法を示し た意欲的な取り 組みでし たが、 受賞には一歩及びません

でし た。
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設計趣旨

大賞　 　

住宅の部      　       ■ 道山さ んの家 /三角敷地の道と 屋根

所在地　

建築主　 　

設計者　

　 　 　

　

施工者

用途

構造規模

竣工日

撮影

福岡市早良区

個人

一級建築士事務所　 ニコ 設計室

西久保毅人　 榊法明　 岩下沙紀

〒167-0043 

東京都杉並区上荻1-16-3 森谷ビル5F

TEL. 03-3220-9337

https://w w w .niko-arch.com

株式会社 久木原工務店

久木原圭一　 千原弘士 

専用住宅

木造　 2階建て 

2022年5月 

大森今日子　 西久保毅人

道山さ んの家は福岡市の

室見川にほど 近い街に計

画し た店舗併用住宅です。 

敷地形状はほぼ三角形で、 中層マン ショ ン

の立ち 並ぶ大通り と 住宅街のはざまにある

鋭角な 角地でし た。 元々は古い木造2階建

てのご実家が建っていたのですが、 この数十

年で周り の風景も 変わり 、 立地も 良いこと か

ら 将来貸し 店舗を併設し た住まいの設計を求

めら れまし た。 暮らし のイメ ージとしては街と

のんびり と し た連続感があり 、 人が気軽に

集まり 長居し てし ま う よ う な居心地の良い

家を ご希望さ れまし たが、 幅員30m と 幅員

4m と いう 両極端な2つの道路に面し た角地

であり 、 し かも 三角形である ため敷地周長

の2/3以上が道路に接し ていま し た。 あか

ら さ まに住居の一部が店舗である のも プラ

イ バシーが守り にく そう です。 そこ でまず

用途よ り 先に大小の屋根がぱら ぱら と 分散

し ているよう な全体像をイ メ ージし まし た。

そ し て そ の屋根の下にいろ んな 内外のス

ペースを内包するよう に計画し まし た。 

　 平面形状がいびつである こ と から 見る 場

所によって表情を 変える 複数の切妻屋根の

連なる外観は、 内部を 想像さ れにく く し てご

家族の暮ら し を 守る と と も に、 ダイ ナミ ッ

ク な軒先の変化が街ゆく 人、 子ども たち に

と っ ても 親し みのある 存在になる こ と を 目

指し まし た。 と はいえ 完成し て 2年が過ぎ

た現在、 実はこ の店舗スペースは未だ仕上

げ未施工のまま 、 いつ貸し 出さ れる のか

はっ きり 決まっていま せん。 おかげで下地

剥き 出し の土間空間はち ょ う どいい子ども

たちの遊び場になっており 、 こ の家のほどよ

い余白空間として暮らし と 街のあいだに存在

し ています。 そ のう ち 貸し 出さ れるかも 知

れませんし 、 もし かし たら こ のままの時間が

し ばらく 続く かも 知れません。 実はそも そも

西側の駐車スペースは自家用ではなく 、 隣

接する保育園の送迎用に無償で使っても ら た

めに計画し まし た。 完成し てみる と 近隣の

街や社会にも 余白を 差し 出し 、 貢献する こ

と のでき る よ う なこ の建築の佇まいや在り

方は、 まるで 建主の人柄を 表現し ている か

のよう だなと 思います。 

　 道ゆく 人や子ども たち が気軽にこ の屋根

の下で 道草し たく なる よ う なそんな 風景。

家と 街のあいだに。

© 西久保毅人

© 大森今日子

© 大森今日子
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設計趣旨

大賞　 　

一般建築の部       ■ 福岡大名ガーデンシティ

所在地　

建築主　 　

設計者　

　 　 　

　

施工者

用途

構造規模

竣工日

撮影

福岡市中央区

大名プロジェ クト 特定目的会社

（ 代表企業： 積水ハウス株式会社）

代表取締役社長執行役員兼CEO　 仲井嘉浩

久米設計・ 醇建築設計共同企業体

（ 代表企業： 株式会社久米設計九州支社）

九州支社長　 永野孝之

〒810-0001　

福岡市中央区天神1丁目2番12号　 メ ット ラ イフ 天神ビ ル

TEL. 092-781-5211

株式会社醇建築まちづく り 研究所

所長　 牧敦司

〒810-0004

福岡市中央区渡辺通2丁目8番12号

TEL. 092-737-3950

清水・ 鴻池・ 積和建設九州特定建設工事共同企業体

（ 代表企業： 清水建設株式会社）

執行役員九州支店長　 湯原克佳

事務所、 ホテル、 飲食物販店舗、 共同住宅、 公民館、

認可外保育園、 診療所

地上： S造（ 柱CFT造）　 地下： SRC造一部RC造

地上25階、 地下1階建て

2023年3月

濱邊信晴　 エスエス九州（ 2枚目のみ）

地域の歴史と 文化を継承し

都市を新たなステージへ

　 福岡市中心部における

歴史あ る 旧大名小学校の跡地活用事業で

ある。 計画地である旧大名小学校は福岡市で

最も 古い学校で、 そのグランド は地域のイ

ベント 活用など 長く 親し まれてき た 場所で

ある 。 一方で福岡市が進める 都心部の機能

向上を 促す「 天神ビッ グバン 」エリ アの中で、

市街化の進む天神地区と 下町の雰囲気を

継承する大名地区の境界に位置し 、 それぞ

れの地区文化を つなぐ 西のゲート と し て 位

置づけら れる 施設である 。

歴史ある 小学校跡地を活用し たク ロ スカ ル

チャ ーの拠点

　 求めら れた校庭の保存を 都市に開かれた

広場「 パーク 」と し て再生し 、 オフィ ス・ 外資

系ホテル・ 商業等を 積層し た「 タ ワー」と 、

住宅と 創業支援施設に地域の公民館などを

加え た「 テ ラ ス 」 な ど から 成る 複合施設で

ある。 大名地区の個性ある地域文化と 開発が

進む天神地区それぞれの新たな人の流れが

囲われた広場で混ざり あい、 新し い福岡の

異文化交流拠点と なるこ と を目指し た。

まち の特徴を活かし た施設配置

　 大規模な建築物が多い天神地区と 低層で

下町的な大名地区や旧小学校校舎を 、 広場

「 パーク 」が結節点と なり 、 大小のまち のス

ケールと 人や時の流れを 違和感なく 連続さ

せ、 都市の多様性を融合するこ と ができた。

福岡大名ガーデン シ ティ は、 開かれた広場

「 パーク 」を 核に様々な人の交流と 憩いの空

間を 創出し 、 こ れから の都心の広場のあり

かたを 創出している。
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設計趣旨

優秀賞　 　

住宅の部　                   ■ 岡垣の家

博多と 北九州のち ょ う ど

中間に位置する 遠賀郡岡

垣町に建つ医者と カ ウン

セラ ー夫婦と 子ども 2人のための住宅である。

　 敷地は、 長閑な田園風景が広がり 、 自然

豊かな環境の中で子育てを し ていき たいと

いう 想いから こ の地を 選び計画がはじ まっ

た。 近く に奥様のご 実家があり 、 色々と 参

考にさ せて頂く 要望があっ た。 彼女は、 物

心ついた頃から 実家の軒先にて雨や雪の日

でも 七輪を 出し てき て半屋外食を 楽し む習

慣があり 、 カ ジュ アルなアウト ド ア活動が

でき る 空間を 強く 望んでいた。 また、 実家

には昔な がら の2間続き の和室があり 、 そ

こ を 中心に生活を し ている 中で家族と の距

離感と いう も のを強く 意識さ れていまし た。

プラ イ バシー確保はさ れながら も 、 どこ か

家族の気配を 感じ る こ と ができ る 住環境に

し ていきたい。 また、 季節によっ て移り ゆく

田園風景をより 身近に感じ る為に、 カ ーテン

をし ない生活も 望まれていた。

　 基本的な構成は、キッ チン 、水回り 、 寝室、

多目的室、 書斎、収納と 機能を も っ たスペー

スを 壁で囲み、 適度な距離を 保ち ながら 配

置を 行い、 それぞれの隙間スペースを 家族

共有のスペースと し 、 客人を 招き いれる に

相応し いパブリ ッ ク 空間と し た。 多目的室

は、 奥様が今後カ ウン セリ ン グの仕事も 家

で行いたいと いう こ と で、 子ども が小さ い

う ち は、 多目的室を カ ウン セリ ン グルーム

（ 現在別敷地でク リ ニッ ク と カ ウンセリ ング

は計画中）と し て 使い、 子ど も が思春期と

なっ た頃には、 子ど も 部屋、 その後は、 倉

庫などと し て家族の変遷に合わせて柔軟な

対応ができ る よ う な配慮を 行っ た。 水回り

以外の空間は天井を 設けず、 壁のみで仕切

ら れた一体化さ れた空間でも ある 。 氷点下

にも なる 寒い日には、 床下にルームエアコ

ン を 設置し た床下暖房と 薪スト ーブを 活用

する だけで快適に過ごせる よ う 、 床下換気

扇やサーキュ レ ータ ーなども 活用し ながら

空気の流れも 考慮し た空調計画を行っ た。

　 東西に伸びる 切妻屋根の隙間や各諸室の

隙間から 感じ る 、 変わり ゆく 自然の変化を

五感で感じ ながら 感性豊かな暮ら し を 楽し

んで欲し いと 切に願う 。

所在地　

建築主　 　

設計者　

　 　 　

　

施工者

用途

構造規模

竣工日

撮影

岡垣町

個人

株式会社酒井建築事務所　 酒井一徳

〒894-0026

鹿児島県奄美市名瀬港町12-1

TEL. 0 90 -2330 -1403

https: //sakaiarchitects.com /

山下建設株式会社　 山下辰信

専用住宅

木造一部RC造　 1階建て

2023年12月

石井紀久

06

07

優秀賞　 　

住宅の部　                   ■ ca sa Y

敷地は建主一族が代々暮

ら し て いる 土地の一角で

時間を かけて手入れさ れ

た中庭と 高床の蔵で繋がっ ている 。 集落的

な越境性や共有の裏動線ででき た回遊性を

継承し つつ、 多様性を 併存さ せる 懐と 多様

な 顔を も つ住ま いに し た いと 考え た 。 ま

ず、 既存の地形を 住宅全体で感じ ら れる よ

う に緩やかな段状の床と し 、 その中央に生

活の拠り 所と な る 2つの塔屋空間（ 寝間と

居間）と 、 その周縁に生活を 補完し 外部環

境と 接続する 回遊性を も っ た下屋空間を 計

画し た。 こ の塔屋と 下屋の構成は、 構造的

に は大壁で 囲われた 耐力壁と 、 着色し た

90角の柱・ 梁によ る リ ズミ カ ルな真壁の開

放的な非耐力壁に対応し 、 環境的には開口

部を 風と 光で役割分担し 、 風は下屋の壁面

のウィ ン ド キャ ッ チャ ーで室内に取り 込み

光は塔屋の天窓から 断熱材と 垂木で拡散さ

れた間接光で居住空間に天気の変化を 伝え

る 。 多中心で重層性のある 空間に、 多様な

対比関係から 生まれた場所が渾然と 併存する

こ と で、 身体と 住まいがシン ク ロ し 、 室に

固定さ れるこ と なく 常に野生的ななわばり の

伸縮が可能と なる 。 こ の住宅は住まい手の

日々の居場所の発見の連続によ っ て柔軟に

かたちづく ら れていく 。

設計趣旨　

所在地　

建築主　 　

設計者　

　 　 　

　

施工者

用途

構造規模

竣工日

撮影

福岡市城南区

個人

大庭早子建築設計事務所　 大庭早子

〒843-0151

佐賀県武雄市若木町大字川古12485

https: //hayakoarqui.com /

株式会社　 イク スワーク ス　 内山琢也

専用住宅

木造　 1階建て  

2023年6月

YASH IRO PHOTO OFFICE

https://sakaiarchitects.com/
https://hayakoarqui.com/


設計趣旨

優秀賞　 　

一般建築の部　          ■ 宮前迎賓館  灯明殿

博多の歴史を 留める 旧

市街の中心地で の集会

施設である。 天神や博多

駅周辺で進むモノ 的発展に包囲さ れながら 、

いかに歴史を 捉える かと いう こ と が、 自ず

から 命題と なる よ う な敷地である 。 櫛田神

社北神門の脇、 民間が3/4、 櫛田神社が1/4

を分割所有する 地での共存計画でも ある。

　 容積率を 使い切る 建築ボリ ュ ームが計画

の前提と なり つつも 、 いかに、 境内への尊

厳を 表すか。 そこ から 、 建物全体が「 灯明」

と なり 、 日々の営みが神仏に灯火をさ さ げる、

と いう 初案によ っ て、 まずは関係者の意識

を束ねること ができた。 そして、 将来的にも

安定し た景観を 持っ た神社境内の建物群の

形状を、 現代建築と し て編集し 反復するこ と

によ っ て、 場所（ 空間）と の一体的な風景を

図っ た。

　 ま た 、 櫛田神社の周辺は市内最大の職

人まちと し ての歴史が積み重ねら れてき た。

こ の地区から 実際に職人さ んを起用して建築

をつく ることは、 も はや叶わぬが、 可能な範

囲まで広げて（ 市内～県内～九州内）、 個人

の技能で生き続ける職人さ んたちに集まって

も ら い、 あく まで 現代構法の現代建築に彼

ら の造作物を 組み込んだ。 今は見えない地

歴と の一貫性を なぞら える 所作と し て 、 建

築は作ら れた。

所在地　

建築主　 　

設計者　

　 　 　

　

施工者

用途

構造規模

竣工日

撮影

福岡市博多区

石蔵酒造株式会社

代表取締役　 社長　 石蔵利正

設計+ 制作/建築巧房

代表　 高木正三郎　 所員　 米満光平

〒815-0071　 福岡市南区平和1-28-16

TEL. 092-524-4123

https://w w w .kooobooo.net

ノ キシタ アーキテクト 一級建築士事務所

代表　 木下知

〒811-1361　 福岡市南区西長住1-7-7

サン ラ イト 長住602

TEL. 080-6314-2458

https://www.facebook.com/nokishitaarchi/

九州建設株式会社

代表取締役　 社長　 井山裕

工務本部工事部　 高瀬太郎

集会場

S造　 4階建て

2023年3月

YASHIRO PHOTO OFFICE 

HARIGANE YOUSUKE

©YASHIRO PHOTO OFFICE © HARIGANE YOUSUKE

© HARIGANE YOUSUKE
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09

奨励賞　 　

© 小島康敬

©YASHIRO PHOTO OFFICE

一般建築の部 
■ NOT A HOTEL FUKUOKA

所在地　 　 福岡市中央区

建築主　 　 Good Life &  Travel Com pany

　 　 　 　 　 代表取締役社長　 麻生宏

設計者　 　 axonom etric 株式会社　 代表取締役　 佐々木慧

　 　 　 　 　 〒812-0015

　 　 　 　 　  福岡市博多区山王1-1-15-401

　 　           h ttps: //axonom etric. jp/ 

　 　 　 　     NKS2 architects　 取締役　 佐藤寛之

　 　 　 　 　   〒810-0001　 福岡市中央区天神4丁目5-17

　 　 　 　 　 須崎公園ビ ル 2階 

施工者　 　 松山建設株式会社　 代表取締役　 松山孝義

用途　 　 　 ホテル

構造規模　 RC造　 5階建て

竣工日　 　 2023年8月

撮影　 　 　 小島康敬

　 　 　 　 　 YASHIRO PHOTO OFFICE

一般建築の部 
■ KOGE LOOP ARENA

所在地　    上毛町

建築主　 　 上毛町　

設計者　 　 中村拓志＆NAP建築設計事務所　 中村拓志

　 　 　 　 　 〒108-0072

　 　 　 　 　 東京都港区白金5-6-18

　 　 　 　 　 TEL. 03-6447-7702　 　 　 　

　 　 　 　 　 https: //w w w .nakam . info/

施工者　 　 東洋建設株式会社　

                北九州営業所　 大谷達男　

用途　 　     体育館

構造規模   RC造・ S造 　 2階建て

竣工日　 　 2023年6月

撮影　 　     藤井浩司（ TOREAL）

https://www.kooobooo.net
https://www.facebook.com/nokishitaarchi/
https://www.nakam.info/


福岡県建築住宅センタ ー理事長賞
選考テーマ： 既存建築物のリ フ ォ ーム・ リ ノ ベーショ ン

■ 九州工業大学 GYM LABO（ ジムラボ）

設計趣旨 九州工業大学 GYM LABO

（ ジ ムラ ボ） は、 1965年

竣工の旧体育館を 産学官

民・ 共創のためのコ ーワーキングスペースに

教員学生職員が中心と な っ て 企画・ 計画・

設計リ ノ ベーショ ン し たも ので、 以下の点

が空間デザイ ン上の大き な特徴である。

1 . 閉鎖 的 な 体 育館 を 開 放 的な 緑 の コ ー

ワーク ス ペースに再生　 　

　 飛梁構造の特徴を 活かし て外壁1階の

一部を撤去し 、 開口部にするこ と で、 閉

鎖的な 体育館を 内外空間が連続する 緑

豊かな コ ーワーク スペースに改修し た。

建築と ラ ンド スケープを 一体的にデザイ

ン するこ と で、 キャ ン パスの豊かな緑を

借景と し て内部に取り 込みながら 、 内部

活動を外部へ見える化し ている。

2 . 黄金螺旋の線形を 活かし た 2 階吹抜空

間の増床によ り 、 産学官民の交流を 誘

発する 立体的で 多様な 居場所を 創出　

　 高い天井と フ ラ ッ ト な床の旧体育館に

黄金螺旋（ 既存施設平面で 使用さ れて い

た黄金比を 踏襲） の線形を 活かし た 2層

の吹抜空間をつく り 、 その上下を、 大階段、

螺旋階段、 ベン チ、 ステ ージ等で有機的

に繋ぐ こ と で、 産学官民の多様な交流を

誘発する立体的で多様な居場所を 創出し

ている 。

3 . 敷地周辺に点在する 近現代建築群の散

策拠点と し て 活用で き る 、 地域に開か

れた新し い大学キャ ン パス施設と し ての

役割

 　 本施設は、 キャ ン パス から 夜宮公園へ

続く 、 明専の森と 称さ れる 近現代建築群

が点在する 地区のほぼ中心にある ため、

県民にと っ て 、 優れた 地域資源と し て

の近現代建築群（ 旧松本家住宅、 旧安川

邸、 九工大・ 記念講堂等） を 繋ぐ 回遊拠

点と し て の機能も 併せも っ て おり 、 地

域に 開かれた 新し い大学キャ ン パス 施

設の象徴的役割も 果たし ている 。

所在地　

建築主　 　

設計者　

　 　 　

　

施工者

用途

構造規模

竣工日

撮影

北九州市

国立大学法人九州工業大学　 学長　 三谷康範

九州工業大学GYM LABOデザイン チーム： 建築デザイン 担当

佐久間治（ 元教授・ 現九州女子大学特任教授）

＊GYM LABOデザインチーム： 伊東啓太郎　 米澤恵一朗　

須藤朋美　 石塚直登　 趙旺熙　 施設課　 環境デザイン研究室

建築デザイン研究室

株式会社綜企画設計福岡支店設計部課長　 西嶋香

浦田庭園事務所株式会社代表取締役　 浦田知裕　 衛藤一平

前崎成一

株式会社ATOM ica（ アト ミ カ）  代表取締役Co-CEO　 嶋田瑞生

大木建設株式会社九州支店　 支店長　 松尾宗 

大学施設 

RC造一部S造　 1階建て（ 一部2階） 

2022年3月

佐久間治

10

11

最終選考対象作品

ラ ジ アル アン プ  ハウス 　

所在地　 　 　

建築主　 　 　

設計者　 　 　

　 　 　 　 　

施工者　 　 　

竣工日

撮影　 　 　 　

福岡市早良区 

個人 

株式会社 and to 設計事務所 代表取締役　 谷口幸平 

〒158-0097　 東京都世田谷区用賀4-13-11　 日興パレス用賀2F

有澤建設株式会社　 和田将人

2023年5月

藤井浩司

医療法人慈光会　 若久病院　

所在地　 　 　

建築主　 　 　

設計者　 　 　

　 　 　 　 　

施工者　 　 　

竣工日

撮影　 　 　 　

福岡市南区

医療法人慈光会　 若久病院　 理事長　 野見山晃

株式会社青木茂建築工房　 会長　 青木茂

株式会社青木茂建築工房　 福岡事務所副所長　 東佑二郎 

〒810-0072 福岡市中央区長浜1-2-6-206

松尾建設株式会社　 福岡支店　 支店長　 味志聡

2023年12月 

イク マサト シ

上田宏

曳いて起こして故郷で暮らす家　

所在地　 　 　

建築主　 　 　

設計者　 　 　

　 　 　 　 　

施工者　 　 　

竣工日

嘉麻市

個人 

有限会社　 建築工房　 悠山想　 宮本繁雄 

〒838-0056　 朝倉市中原280-3

有限会社　 建築工房　 悠山想　 宮本繁雄 

2018年3月

UZUUZU M INE
所在地　 　 　

建築主　 　 　

設計者　 　 　

　 　 　 　 　

施工者　 　 　

竣工日

撮影　 　 　 　

大牟田市

一般社団法人　 大牟田未来共創センタ ー　 代表理事　 原口悠

大庭早子建築設計事務所　 大庭早子 

〒843-0151　 佐賀県武雄市若木町川古12485  

株式会社　 三協化研　 管理部課長　 坂本篤史 

2023年5月

YASHIRO PHOTO OFFICE

ご応募いただき まし た皆様、あり がと う ございまし た。

福岡県美し いまちづく り 建築賞につきまし ては福岡県庁ホームページから も ご覧いただけます。
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こ れまでの

福岡県美し いまちづく り 建築賞

［ 建築住宅文化賞、 美し いまちづく り 賞、 美し いまちづく り 建築賞］大賞受賞作品 / 1回 -20回

第1回福岡県建築住宅文化賞  昭和63年度

北九州市立美術館

第2回福岡県建築住宅文化賞  平成元年度

石橋別邸第一水明荘

福嶋医院

花園幼稚園

ビレッ ジ香月

第3回福岡県建築住宅文化賞  平成2年度

松口邸

的野歯科医院

立花山の家

グリ ーンピ ア八女

第4回福岡県建築住宅文化賞  平成3年度

進藤邸

不知火病院"海の病棟"

山田市立山田小学校

福岡ウォ ータ ーフ ロント

プロ ムナード "マリ ゾン "

第5回福岡県建築住宅文化賞  平成4年度

苅田町立図書館

明治学園高等学校体育館

カ ルタ ッ クスおおむた

第6回福岡県建築住宅文化賞  平成5年度

田川文化エリ ア

福岡県青少年科学館

佐田邸（ 4世代の家）

第7回福岡県建築住宅文化賞  平成6年度

茶の文化館

二丈町の家

山笠の家（ 橋本邸）　

西大谷第2団地（ 市営住宅）

第8回福岡県建築住宅文化賞  平成7年度

縄田邸

上陽町立尾久保小学校

第9回福岡県建築住宅文化賞  平成8年度

碓井琴平文化館

新宮湊坂

第10回福岡県建築住宅文化賞  平成9年度

鞍手の家

太宰府長浦台の家

第11回福岡県建築住宅文化賞  平成10年度

瀬高町立図書館・ 歴史資料館

山村留学ふれあい館（ 筑穂学舎）

第12回福岡県建築住宅文化賞  平成11年度

山田市立下山田小学校

第13回福岡県美し いまちづく り 賞  平成12年度

めく ばーる 三輪

青葉台ぼんえる ふ 

第14回福岡県美し いまちづく り 賞  平成13年度

大野城の住宅

ひふ科いのう クリ ニッ ク

八女市多世代交流館「 共生の森」

第15回福岡県美し いまちづく り 賞  平成14年度

City Cube

篠栗幼稚園

第16回福岡県美し いまちづく り 賞  平成15年度

SHIM A STYLE

渡辺クリ ニッ ク 姪浜

247

第17回福岡県美し いまちづく り 賞  平成16年度

カ ルシア小戸ナチュア

第18回福岡県美し いまちづく り 賞  平成17年度

昭和初期和風住宅の移築プロジェ クト

西南学院中学校・ 高等学校

伊田竪抗櫓二本煙突〈 景観賞〉

第19回福岡県美し いまちづく り 建築賞c平成18年度

TERZETTO（ テルツェ ット ）

中村製紙所新社屋　

第20回福岡県美し いまちづく り 建築賞  平成19年度

須崎の長屋

1 2

3

4

5

6 7

8

9 10

11 12

撮影： 岡本公二

撮影： 岡本公二 撮影： Nスタ ジオ辻清志

1413

15 16

17

19

撮影： 岡本公二

撮影： 石井紀久 撮影： 淺川敏 18

12

13

33 34

35 36

こ れまでの

福岡県美し いまちづく り 建築賞

［ 美し いまちづく り 建築賞］大賞受賞作品 / 21回 -36回

第21回福岡県美し いまちづく り 建築賞  平成20年度

東神原の家

アク ア博多

第22回福岡県美し いまちづく り 建築賞  平成21年度

ペット と 暮らす家[K邸減築工事]

天神M ENTビ ル

第23回福岡県美し いまちづく り 建築賞  平成22年度

豊前の家

下川歯科医院

第24回福岡県美し いまちづく り 建築賞  平成23年度

むさ し ヶ 丘の住宅

築上町火葬場

第25回福岡県美し いまちづく り 建築賞  平成24年度

四季の家

料亭 嵯峨野

第26回福岡県美し いまちづく り 建築賞  平成25年度

Obi house

筑紫保育園 分園

第27回福岡県美し いまちづく り 建築賞  平成26年度

大池の住宅

椎木講堂

第28回福岡県美し いまちづく り 建築賞  平成27年度

桧原の家

BOATHOUSE OHORI PARK

第29回福岡県美し いまちづく り 建築賞  平成28年度

太宰府の家

SHIP’S GARDEN

第30回福岡県美し いまちづく り 建築賞  平成29年度

糸島の家［ M Pラ ボ］

西南学院大学図書館

第31回福岡県美し いまちづく り 建築賞  平成30年度

小屋の間

すばる保育園

第32回福岡県美し いまちづく り 建築賞  令和元年度

平和の家

福岡県弁護士会館

第33回福岡県美し いまちづく り 建築賞  令和2年度

浦志の家

嘉麻市庁舎

第34回福岡県美し いまちづく り 建築賞  令和3年度

TETUSIN DESIGN RE-USE OFFICE

柳川市民文化会館  水都やながわ

第35回福岡県美し いまちづく り 建築賞  令和4年度

HOUSE W

福岡市立平尾霊園合葬式墓所

第36回福岡県美し いまちづく り 建築賞  令和5年度

houseG/shopG

太宰府天満宮 仮殿
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一般財団法人福岡県建築住宅センタ ー
建築住宅センタ ーの住まいづく り サポート

●住宅相談

　 専門相談員によるアド バイスのほか弁護士による法律相談

●住まいづく り 教室

　 一般消費者を 対象と し た住まいに関するセミ ナー開催

●住まいの安心リ フォ ームアド バイザー派遣制度

　 耐震診断・ バリ アフ リ ーに関するアド バイザーの派遣

●生涯あんし ん住宅

　 在宅ケア・ 省エネ・ 耐震等対応モデル住宅の展示

●インスペク ショ ン「 住まいの健康診断」

　 住まいの専門家による既存住宅状況調査の実施

●空き家活用サポート センタ ー

　 空き 家の活用や処分などに関する 専門相談員による 相談窓口

●お問い合わせ先　 TEL 092 781 5169  　 www.fkjc.or.jp/

一般財団法人福岡県建築住宅センタ ーは、　 　 　
福岡県美し いまちづく り 建築賞を応援しています。

一般財団法人福岡県建築住宅センタ ーは、 県民の高度化・ 多様化する 住まい

づく り に応えるため、 建築・ 住宅行政の補完的役割を 果たす機関と し て昭和

53年に設立さ れまし た。

　 また、 当財団は、 平成24年4月の公益法人制度改革に伴い、 一般財団法人

へ移行し 新たにスタ ート いたし まし た。 今後も 社会経済情勢の変化に対応

し ながら 、 県民のニーズに応えてまいり ます。

　 住宅に関する 知識の普及、 住宅相談、 セミ ナー、 住宅瑕疵担保履行法に

基づく 保険取扱機関と し ての業務等を 通じ て消費者の保護を 図る と と も に、

モ デル住宅の展示、 住宅情報プ ラ ザの運営や住宅フ ェ アの開催等を 通じ て、

的確な住情報の提供を 行っています。 また、 工務店等の技術者に対する 研修

会の開催、建築技術に関する調査研究等を行い、併せて建築物等の安全性（ 定

期報告）に関する 業務、 並びに福岡県の指定を 受けて、 指定確認検査機関

及び指定構造計算適合性判定機関と し て、 建築確認・ 検査、 構造計算適合性

判定業務及び、 国の登録住宅性能評価機関と し ての諸業務を 実施し ています。



敬称略・50音順　◎委員長　◯副委員長


